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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　千
ち だ ゆ き

田由樹さん（33歳）は、うれいら通り商
店街にある創業191年の老舗菓子店「志たあ
めや」５代目の政

まさ

二
じ

さんの孫。今年７回目の
たぬきケーキまつりは少しずつ全国の人に
知ってもらっていて、10回目には何かやりた
いと志しています。

キキララッッとと光光るる人人 ❹
P2  特集  共に考えましょう
  　　  議員の定数と報酬
P６	 ４年度決算
	 災害復興事業から新型コロナの対応
P８	 決算審査	ここをチェック
	 町に住んで奨学金が免除
P13	 町の考えを問う（7議員が一般質問）
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　　　　共に考えましょう　議員の定数と報酬特  集

特  集定  数 共に考えましょう
議員の定数と報酬

　
岩
泉
町
議
会
で
は
、
次
回
の
一
般
選
挙
（
令
和
７

年
４
月
予
定
）
に
向
け
て
、
適
正
な
議
員
定
数
と
報

酬
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
議
会
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
、
年
齢
や
性
別
な
ど
多
様
な
人
材
の
議

員
を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
議
会
の
あ
り
よ
う
を
見
据
え
て
、
共
に
議

員
定
数
と
報
酬
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子どもたちの将来を見据えて一緒に考えましょう

議
会
改
革
の
一
環

定
数
と
報
酬
検
討

　
議
会
基
本
条
例
推
進
委

員
会（
畠
山
和
英
委
員
長
）

は
、
議
会
改
革
（
５
㌻
参

照
）
の
一
環
と
し
て
、
議

員
定
数
と
報
酬
の
見
直
し

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
の

多
様
性
が
課
題

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
町
の
課
題
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
幅
広
い
意
見

を
集
約
し
、
地
域
社
会
の

在
り
方
を
議
論
す
る
議
員

に
は
、
多
様
な
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
町
議
会
議
員

の
平
均
年
齢
は
上
昇
を
続

け
、女
性
議
員
も
少
な
く
、

性
別
や
年
齢
構
成
の
面
で

議
員
の
多
様
性
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�

【
◇
グ
ラ
フ
１
を
参
照
】

　
女
性
や
若
者
、
勤
労
者

な
ど
幅
広
い
町
民
が
議
員

に
な
れ
る
環
境
を
整
え
、

活
動
し
や
す
く
す
る
た
め

に
は
、
待
遇
改
善
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

定例会
　年４回開催

（３月・６月・９月・12 月）
会期は年間約 50 日です。議会全員協議会

　議員全員で行う会議です。審議
や議決は行わず、議員全員が共通
の認識を持つ必要がある事項を協
議。必要に応じて開かれます。

臨時会 　定例会以外に必要な場合に開催

議会運営委員会
　議会の運営に関する事項
や議長の諮問に関する事項
などを担当します。

定例会は本会議場で行います町政全般に関わることを協議

議
員
の
仕
事

　予算案や決算認定など特別
委員会を設置して、定例会の
会期中に審査を行います。特別委員会

現在の議員数は 13 人（定数 14 人に対し１人欠員の状況）

削
減
か
現
状
維
持
か

　
議
員
定
数
は
、
各
自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
町
の
議
員
定
数
は
14
人
で
す
。

　
以
前
は
、
人
口
区
分
に
応
じ
た
法
定
上
限
数
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
23
年
に
廃
止
。

各
自
治
体
の
判
断
に
基
づ
き
自
由
に
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
の
局
面
で
「
定
数
削
減
」
か
「
現
状
維

持
」
か
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
の
役
割
は

議
決
と
監
視
機
能

　
町
議
会
は
、
町
民
全
体

の
代
表
と
し
て
議
会
の
意

思
を
決
定
す
る
「
議
決
機

関
」
の
役
割
や
町
行
政
の

執
行
に
対
し
、
町
民
の
意

思
を
反
映
し
て
い
る
か
を

監
視
す
る
な
ど
の
重
要
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な

議
員
定
数
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
現
状
維
持
の
主
な
意
見

・
常
任
委
員
会
で
の
議
論

を
考
慮
す
る
と
、
現
状
の

人
数
は
必
要
。

・
定
数
減
は
、
広
大
な
本

町
で
住
民
の
声
を
汲
み
取

り
に
く
く
な
る
。

◆
定
数
減
の
主
な
意
見

・
人
口
減
少
に
伴
い
妥
当

で
あ
る
。

・
現
状
の
１
人
欠
員
で
も

影
響
が
な
い
。

・
議
員
報
酬
を
上
げ
る
の

で
あ
れ
ば
、
定
数
減
で
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
。

選挙執行 定数
人口：3/31
（議員一人

当たりの人口）

S32 年 4 月 21 日
合併後第１回
町議会選挙

S31 年 9 月 30 日
1 町 4 村合併
S32 年 4 月 21 日
旧小川村編入

30 人
岩泉 8 人
小川 8 人
大川 5 人
小本 4 人
安家 3 人
有芸 2 人

27,774 人
（925.8 人）

S52 年 4 月 24 日 26 人 20,402 人
（784.7 人）

S60 年 4 月 21 日 22 人 17,565 人
（798.4 人）

H17 年 4 月 24 日 18 人 12,517 人
（695.4 人）

H21 年 4 月 26 日 16 人 11,489 人
（718.1 人）

H25 年 4 月 21 日 15 人 10,690 人
（712.7 人）

H29 年 4 月 23 日 14 人 9,736 人
（695.5 人）

◇表1　岩泉町議会の議員定数の変遷

◇グラフ１　岩泉町議会議員選挙
当選者の平均年齢と女性議員数の推移
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◆
増
額
の
主
な
意
見

・
平
成
９
年
か
ら
変
わ
ら

な
い
。
最
低
賃
金
も
上

が
っ
て
お
り
増
額
す
べ
き
。

・
議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
の
一
助
に
な
る
。
生

活
給
と
し
て
考
え
る
べ
き
。

◆
現
状
維
持
の
主
な
意
見

・
現
行
の
議
員
報
酬
が
妥

当
で
あ
る
。

・
町
の
財
政
規
模
を
踏
ま

え
る
と
妥
当
。

次

は

、

●

次
は
、
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議会改革のあゆみ

多様な民意を反映させるため、立候補しやすい環境を

議
会
改
革
の
経
緯

　
平
成
12
年
４
月
に
地
方

分
権
一
括
法
（
※
）
が
施

行
さ
れ
、
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
委
譲
が
進
み
、
地

方
議
会
の
果
た
す
役
割
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
も
議
会
改
革

を
進
め
る
た
め
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
議
会
運

営
の
効
率
化
や
情
報
発
信

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
27
年
３
月
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
岩
泉
町

議
会
基
本
条
例
を
制
定
。

町
民
と
の
意
見
交
換
会

「
議
員
と
語
る
会
」
の
開

催
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　
基
本
条
例
に
基
づ
き
各

種
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
基
本
条
例
推
進
委
員

会
を
設
置
。
本
条
例
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
検
証
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
条
例
の
見
直

し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
議
員
定
数
と
報

酬
の
見
直
し
で
は
「
新
た

な
原
価
方
式
に
よ
る
議
員

報
酬（
４
㌻
）」を
検
討
し
、

議
員
活
動
な
ど
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（※）地方の裁量を増やし、国の管理を
少なくするためにつくられた法律

区分 議長 副議長 議員 首長

岩手県 890,000 800,000 770,000 1,230,000

県内市 431,500 372,214 366,772 828,857

県内町村 279,632 227,053 214,400 683,053

◇表2　特別職の平均報酬月額（R4年）の比較

自治体名 議長 副議長 議員 順位
（19町村）人口（※）

紫波町 410,000 350,000 300,000 1 32,937 人

矢巾町 323,000 258,000 240,000 2 26,337 人

一戸町 320,000 255,000 240,000 2 11,015 人

山田町 280,000 231,000 216,000 6 14,299 人

葛巻町 279,000 227,000 211,000 8 5,496 人

岩泉町 279,000 226,000 210,000 10 8,092 人

◇表3　県内町村の報酬月額（R4年）

　　　　共に考えましょう　議員の定数と報酬特  集 共に考えましょう　議員の定数と報酬特  集

高校生と意見交換

常任委員会
　所管する町の事務を調査したり、
議案や請願などを審査。 本町議会は
３つの常任委員会を設置しています。総務常任委員会

　総務、民生、文教を
担当

産業常任委員会
　産業、経済、建設を
担当広報広聴常任委員会

　議会だよりの発行、広
聴（議員と語る会など）、
情報提供などを担当 常任委員会でテーマを決めて調査

　本町議会では、効率的で分かりやすい議会運営を
行い、町民の意思を反映した「開かれた議会」を目
指すため、議会改革に取り組んできました。
　ここでは、これまでの取り組みを振り返ります。

報  酬

立
候
補
し
や
す
い
条
件
に

　
将
来
、
多
く
の
人
が
立

候
補
を
し
や
す
い
条
件
を

整
え
る
た
め
、
議
員
報
酬

を
増
額
す
べ
き
か
な
ど
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
や
若
者
な

ど
が
議
員
報
酬
だ
け
で
生

計
を
立
て
ら
れ
る
水
準
ま

で
引
き
上
げ
る
べ
き
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

本
町
の
議
員
報
酬

県
内
町
村
で
中
位

　
本
町
議
会
議
員
の
報
酬

月
額
は
21
万
円
で
、
県
内

19
町
村
の
中
で
は
10
位
。

平
成
９
年
の
改
定
以
来
、

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
令
和
４
年
の
県
内
町
村

議
会
議
員
の
平
均
報
酬
月

額
は
21
万
４
千
円
。
県
内

市
議
会
議
員
36
万
６
千

円
、
岩
手
県
議
会
議
員
77

万
円
と
比
べ
る
と
低
額
で

す
。【
◇
表
２
・
３
参
照
】

　議員がどういった仕事をしているか詳し
くはわからないのが正直なところです。
　課題が山積していますが、福祉の充実な
ど町民の安心安全のために一生懸命働い
てほしいと思います。

まま ちち 声声のの
議員の仕事
わからない

三上　髙幸さん
（大川・53歳）

　長年子どもたちを見てきています
が、少子化が深刻な事態になってい
ます。
　難しいかも知れませんが、少しで
も歯止めをかける政策などを期待し
ます。

まま ちち 声声のの 少子化が深刻

菊地　美由紀さん
（小川）

議会だよりの原稿確認

これまでの主な議会改革

H18 年 9 月 岩泉町議会改革等調査特別委員
会を設置

議員定数・議員報酬の検討、
議会棟のバリアフリー、審
議・審査状況の庁内放送

H21 年 12 月 議会改革調査特別委員会を設置

議員定数の検討、長期欠席議
員の議員報酬などの減額規定
を条例化、傍聴規則の改正（傍
聴しやすい環境整備）
◆議会改革の一環として「地
域に出向き、直接皆さんの声
を聴くべき」と結論。

H24 年 11 月 　議員と語る会を開催

H25 年 6 月 議会改革調査特別委員会を設置

広報広聴常任委員会の設置、
基本条例の制定、基本条例に
係る各種要綱の制定

H27 年 9 月 ぴーちゃんねっとを活用し情報
発信

H29 年 議会情報の公開

会議録（条例補正・新年度・
決算の特別委員会）を図書館
へ配架
ホームページ掲載：会議録、
議決結果一覧、一般質問と答
弁、会期日程・議事日程

新たな原価方式による議員報酬の算定式

議会・議員の活動日数 日

首長の職務遂行日数 日

＝  議員報酬額 円

×  首長の給料 円
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次

は

、

●

次
は
、
決
算
審
査　
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク

４年度決算の詳細
は町の HP から

◆
財
政
用
語
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
町

が
行
う
事
業
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
補
助
さ
れ
る

お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
で

あ
る
自
動
車
重
量
税
な
ど

が
一
定
の
割
合
で
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら

取
り
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預

金
利
子
な
ど
の
お
金

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事

務
経
費
や
財
産
管
理
な
ど

の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児

童
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め

の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や

ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林

水
産
業
の
振
興
や
農
道
・

林
道
の
整
備
、
漁
港
整
備

な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振

興
や
観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川

整
備
な
ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金 お

し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

4 年度　各会計の決算額
会　　計　　名 歳　入 歳　出

一　　般　　会　　計 106億7689万円 99億9645万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険 事 業 勘 定 11億9497万円 11億6566万円
診 療 施 設 勘 定 3446万円 3395万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億2179万円 1億2137万円

介 護 保 険 事 業 勘 定 16億630万円 15億3186万円
サービス事業勘定 1120万円 1034万円

観 光 事 業 1億7897万円 1億7096万円
公 共 下 水 道 事 業 2億3674万円 2億3087万円
大 川 財 産 区 599万円 407万円

企
業水道事業会計 収 益 的 収 支 3億9237万円 4億4401万円

資 本 的 収 支 6億2327万円 4億8668万円
合　　　　　　　　計 150億8295万円 141億9622万円
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3 4225 26 27 28 29 30 元 （年度）

（円） 一般会計歳出決算額の推移

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の
10

日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

　
４
年
度
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
東
日
本
大

震
災
以
降
13
年
ぶ
り
に
１
０
０
億
円
を
下
回
り
、
震

災
・
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
が
ほ
ぼ
完
了
。
一
般
会

計
、
６
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
４
年
度
決
算

を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。【
関
連
８
～
９
㌻
】

　
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
運

営
の
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。【
質
問
の
内
容
は
13

㌻
～
17
㌻
】

　
４
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
額
は
99
億
９
６
４

５
万
円
で
、
前
年
度
比
８

億
５
２
９
１
万
円
（
△

７
・
９
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
土
木
費
で
３
億
５
３

１
１
万
円（
△
29
・
３
％
）

減
少
し
た
た
め
で
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
町

民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
中
小
企
業
者
な
ど
の

事
業
継
続
支
援
や
地
域
経

済
循
環
対
策
、
各
種
施
策

を
推
進
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
関
連
事
業

に
要
し
た
経
費
は
４
億
７

１
２
７
万
円
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
決
算
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４年度決算

一般会計
歳　出 13年ぶり100億円を下回る

災害復興事業から
新型コロナの対応

（※）一般財源に対する公債費（借金）の比率。18％を超えると借り入れに国の許可が必要

持続可能な財政運営を
～決算審査意見～
　9 月 13 日の本
会議で報告された
決算審査意見の内
容を要約してお伝
えします。

一般会計・特別会計
　厳しい財政環境の中、実質公債
費比率（※）は減少に転じ、町債

（借金）現在高も減少。主要基金（貯
金）の保有額は、台風災害を受け
た平成 28 年度の水準を大きく超
え、堅実な財政運営は評価する。
　今後は、世界経済の悪化、生産
人口の減少で厳しい財政状況が続
くものと予測。将来にわたり安定
した行政サービスを提供するため
に基礎的財政収支の黒字化を堅持
し、持続可能な行財政運営に努め
られたい。

水道事業会計
　人口減少による料金収入の減
少、施設の老朽化の修繕や更新、
燃料費の高騰など今後の経営環境
はより厳しさを増すと考えられ
る。長期的な計画を策定し、経営
の効率化と透明化を進め、一層の
経営の健全化に努められたい。

坂本昇監査委員
（議会選出）

町税
7億2513万円
(6.8％)

県支出金
4億366万円
(3.8％)

町債
8億4510万円
(7.9％)

国庫支出金
11億441万円
(10.3％)

繰入金･繰越金
7億5404万円
(7.1％)

地方譲与税・
交付金など
3億8580万円
(3.6％)地方交付税

58億2789万円
(54.6％)

諸収入
6億3086万円
(5.9％)

歳入
（入ってきたお金）
106億7689万円

衛生費
9億9899万円
(10.0％)

消防費
4億7128万円
(4.7％)

商工費
3億1178万円
(3.1％)

農林水産業費
8億796万円
(8.1％)

土木費
8億5008万円
(8.5％)

教育費
7億8516万円
(7.9％)

災害復旧費
7759万円
(0.8％)

民生費
18億1869万円
(18.2％)

総務費
19億101万円
(19.0％)

議会費
8066万円
(0.8％)

公債費
18億9325万円
(18.9％)

歳出
（使ったお金）
99億9645万円

自主財源
町で集めたお金

21億1003万円
（19.8％）

依存財源
国・県・借入金に

頼るお金
85億6686万円
（80.2％）

一般会計決算の内訳

コ
ロ
ナ
関
連
決
算
額

４
億
７
１
２
７
万
円

定例会のあらまし定例会のあらまし

【コロナ関連】【コロナ関連】
子育て世帯への給付金�子育て世帯への給付金� 48134813万円万円



若者の未来を拓くため、活用しやすい奨学金制度を（岩泉高校１年生）
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投
票
所
移動投票所の考えあるか
各地区の意見を聞き検討

教　育

商　工愛土館

定
住
型
奨
学
金
の
実
態
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
導
入
実
績
は

現
行
で
延
長
す
る
の
か

現
在
、
返
還
免
除
は
３
人

製
菓
業
と
小
売
業
の
２
団
体

現
状
は
厳
し
い
が
検
討

有権者の投票しやすさを第一に

決算審査特別委員会

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

の
導
入
に
対
す
る
支

援
補
助
金
の
実
績
は
。

製
菓
業
１
社
と
小
売

業
１
社
の
２
団
体
が

導
入
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と

移
動
販
売
車
で
あ
る
。

利
用
状
況
の
把
握
は

し
て
い
る
か
。

愛
土
館
の
復
興
支
援

員
に
対
す
る
財
政
措

置
は
い
つ
ま
で
か
。

７
年
度
ま
で
国
の
財

源
を
活
用
で
き
る
。

そ
の
後
は
愛
土
館
の
売
り

上
げ
で
運
営
す
る
。

事
業
の
実
施
状
況
と

今
後
も
現
行
事
業
の

町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

要
請
に
は
可
能
な
限

り
応
じ
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
い
る
。
今
後
活
動
実

態
の
把
握
に
努
め
る
。

同
様
の
事
業
は
今
後

も
実
施
す
る
か
。

商
工
会
と
も
連
携

し
、
検
討
す
る
。

延
長
で
考
え
て
い
る
か
。

４
年
度
収
支
は
３
１

０
万
円
の
黒
字
。
支

援
員
の
設
置
委
託
料
が
ゼ

ロ
に
な
る
と
５
３
０
万
円

の
実
質
赤
字
に
な
る
。
販

路
拡
大
な
ど
検
討
中
。

　
現
状
の
加
工
施
設
の
規

模
で
は
、増
収
は
厳
し
い
。

方
法
を
検
討
す
る
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）

は
９
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
の
３
日
間
、
一
般
会
計

と
６
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
４
年
度
決
算
を

審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

答答 問問

答 問

次

は

、

●

次
は
、
畑
ワ
サ
ビ
日
本
一
を
維
持

決算審査決算審査

町に住んで奨学金が免除

ここを

チェック

決算審査特別委員会

奨
学
金
未
済
額
の
状

況
は
。

奨
学
金
の
滞
納
は
、

１
人
。
平
成
８
年
か

ら
12
年
分
で
、
43
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

分
納
さ
れ
て
滞
納
額

は
減
っ
て
い
る
か
。

他
市
町
村
で
生
活
保

護
を
受
け
て
お
り
、

納
付
で
き
て
い
な
い
。

町
に
戻
り
定
住
ま
た

は
仕
事
を
す
れ
ば
奨

学
金
の
返
還
免
除
と
な
る

制
度
の
実
態
は
ど
う
か
。

若者の定住促進につなぐ

返
還
免
除
は
３
人
。

内
容
は
町
内
勤
務
者

が
１
人
、
住
所
は
町
内
で

他
市
町
村
勤
務
者
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

免
除
と
な
る
制
度
の

仕
組
み
は
。

免
除
要
件
は
、
町
内

に
在
住
も
し
く
は
就

労
し
て
い
る
者
、
町
外
の

就
業
者
で
町
民
税
を
納
め

て
い
る
者
な
ど
。

　
他
市
町
村
に
在
住
し
、

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
た

者
が
、
岩
泉
町
に
戻
っ
て

き
た
場
合
は
、
そ
の
期
間

か
ら
免
除
に
な
る
も
の
。

答答 問問問

答 答問

　奨学金の免除制度は進
学のときの参考になります。
　できれば活用して、岩泉
に戻ってこれればいいな。

まま ちち 声声のの

奨学金の免除
進学の参考に

岩泉中　太鼓メンバーの皆さん

おしえて  おしえて  ぴーちゃんぴーちゃん
定住型奨学金とは？
　若者の定住促進のため、町の奨学資金を
借りた人が、高校や大学などを卒業後、町
内で働く場合や町内に住んで近隣の市町村
で働く場合などに町の奨学資金の返還が免
除できます。

答答

問問

本
年
５
月
に
行
っ
た

投
票
所
の
統
合
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

と
結
果
は
。

有
権
者
数
が
50
人
以

下
の
投
票
区
11
カ
所
、

対
象
者
１
６
９
人
に
実
施
。

回
収
率
は
51
％
で
あった
。

　
今
後
の
方
向
性
は
、
回

収
率
が
半
分
で
あ
り
判
断

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
６
年
度
中
に
統

合
候
補
地
区
の
う
ち
３
～

４
カ
所
を
説
明
に
回
る
予

定
で
あ
る
。

宮
古
市
で
は
バ
ス
に

よ
る
移
動
式
の
期
日

前
投
票
所
を
開
設
。
本
町

で
は
こ
の
考
え
は
な
い
か
。

移
動
投
票
所
は
、
選

挙
区
を
統
合
す
る
場

合
に
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す

る
策
と
し
て
有
効
で
あ

る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
に
も
、
移
動
投
票
所

や
投
票
日
当
日
の
送
迎
バ

ス
の
声
も
あ
る
。

　
今
後
、
各
地
区
に
入
り

意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向

性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

答

答

問

問

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全
般

に
対
し
て
行
う
も
の
。
一
般
会
計
決
算
の

総
括
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　今は、息子に送迎してもらい投票
しています。地区には投票所に行く
のが大変な人がいます。町では移動
投票所などの施策をお願いします。

まま ちち 声声のの
息子の送迎で
投票している

大澤　タイ子さん
（安家・86歳）

一般会計問　
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
は
基
礎
的
財
政
収

支
の
黒
字
化
を
堅
持
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
増
え
て
も
減
る
こ

と
は
な
い
。
本
年
の
出
生

数
は
20
人
程
。
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
行
政

は
本
来
業
務
に
集
中
す
る

戦
略
、
多
岐
に
わ
た
る
課

題
の
取
捨
選
択
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
。
今
後
の
町

政
運
営
に
対
す
る
町
長
の

考
え
は
。

町
長　
人
口
減
少
に
よ
り

町
政
課
題
は
多
岐
に
わ
た

り
、
社
会
全
体
が
硬
直
化

し
て
い
る
。
町
執
行
部
、

議
会
と
も
従
来
の
や
り
方

で
い
い
の
か
、
発
想
の
転

換
が
必
要
で
あ
る
。改
善
、

改
革
を
図
り
、
費
用
対
効

果
も
一
層
吟
味
し
丁
寧
に

取
り
組
ん
で
い
く
。議
会
、

経
済
団
体
を
は
じ
め
地
域

の
皆
さ
ん
と
、
本
音
で
議

論
し
な
が
ら
、
行
政
が
や

る
こ
と
、
町
民
が
や
る
こ

と
の
整
理
を
し
な
が
ら
、

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
寄

り
添
っ
た
施
策
を
進
め
て

い
く
。

千葉泰彦委員



いわいずみ議会だより　第204号
令和5年10月27日発行

いわいずみ議会だより　第204号
令和5年10月27日発行11 10
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畑
ワ
サ
ビ
日
本
一
を
維
持

～
ほ
場
整
備
に
費
用
を
負
担
～

　この整備でほ場が 1.５ 倍に。大牛
内は、内陸部に比べ収量は落ちるが、
作業しやすいのがメリット。新規で
ワサビに挑戦する人にも活用してほ
しいです。

まま ちち 声声のの
整備でほ場
1.5倍に

洞口　繁喜さん
（小本・71歳）

農　業

ほ
場
整
備
委
託
料
と
は

ナ
ラ
枯
れ
の
伐
採
費
用

畑
ワ
サ
ビ
大
規
模
団

地
化
ほ
場
整
備
事
業

委
託
料
１
２
７
万
８
千
円

の
内
容
は
。

整
備
事
業
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
実
施
。

本
年
度
も
５
㌶
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
が
、
大
牛

内
地
区
の
ナ
ラ
枯
れ
が
広

が
っ
て
お
り
、
こ
の
伐
採

に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
か
ら
、
ほ
場
の

希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
町

の
対
応
は
。

協
力
隊
の
ほ
場
探
し

は
、
町
も
一
緒
に
歩

き
候
補
地
を
見
つ
け
、
土

地
保
有
者
と
の
つ
な
が
り

ま
で
支
援
し
て
い
る
。

畑
ワ
サ
ビ
農
家
の
現

状
と
今
後
の
経
営
へ

の
取
り
組
み
は
。

町
内
に
約
40
戸
の
畑

ワ
サ
ビ
農
家
が
営

農
。２
㌶
の
規
模
で
年
間

収
量
20
㌧
、
販
売
単
価
を

乗
じ
る
と
約
７
０
０
万
円

で
あ
る
。畑
ワ
サ
ビ
は
約
半

分
の
３
５
０
万
円
が
所
得

と
し
て
残
る
。協
力
隊
も
こ

の
面
積
を
目
指
し
て
ほ
場

確
保
に
当
た
っ
て
い
る
。

答 問

答 問

答 問

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
林
﨑
竟
次
郎
委
員
長
）
は
９
月
19

日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
１
件
、
補
正

予
算
３
件
を
慎
重
に
審
査
。

　
畑
ワ
サ
ビ
生
産
量
日
本
一
を
維
持

す
る
た
め
、
大
牛
内
地
区
の
ほ
場

（
※
）
の
整
備
費
用
を
負
担
。
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
な
ど

全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

資
料
館
開館延期の理由は
見通しの甘さ原因

４月オープンに向け準備をスピードアップ

（※）農産物を育てる場所のこと

歴
史
民
俗
資
料
館
は

６
月
の
一
般
質
問
で

10
月
に
開
館
と
の
答
弁

だ
っ
た
。
遅
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
理
由
は
。

当
初
、
会
計
年
度
任

用
職
員
３
人
で
対
応
。

そ
の
後
、
諸
事
情
に
よ
り

専
門
家
が
欠
員
と
な
り
現

場
の
作
業
が
進
ま
ず
、
識

見
者
も
手
が
回
ら
な
い
状

況
で
遅
れ
が
生
じ
た
。
本

年
度
10
月
の
開
館
は
見
込

め
ず
来
年
４
月
に
な
る
。

見
通
し
が
甘
か
っ
た
。

４
月
オ
ー
プ
ン
は
確

実
に
で
き
る
か
。

徐
々
に
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
そ
ろ
い
、
核
に

な
る
人
も
入
っ
た
の
で
、

３
月
ま
で
に
は
準
備
完
了

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

地
域
住
民
に
は
説
明

し
て
い
る
か
。

関
係
者
、
住
民
向
け

の
説
明
会
や
お
知
ら

せ
は
、
な
る
べ
く
早
く
漏

れ
な
く
や
っ
て
い
く
。

答 問

答 問答 問

農　業

各
農
家
へ
事
業
の
告
知
は

町
と
宮
古
広
域
で
も
案
内

防
霜
対
策
施
設
設
置

事
業
の
内
容
は
。

山
間
部
に
防
霜
フ
ァ

ン
を
４
基
設
置
す
る

計
画
で
、
そ
れ
に
伴
う
電

気
設
備
工
事
も
含
む
。
事

業
費
の
２
分
の
１
が
国
庫

補
助
で
、
町
は
果
樹
農
家

の
自
己
負
担
分
を
支
援
。

果
樹
は
リ
ン
ゴ
で
あ
る
。

町
内
で
果
樹
経
営
を

し
て
い
る
農
家
の
数

と
平
均
的
な
面
積
は
い
く

ら
か
。果

樹
農
家
は
25
戸
、

平
均
的
な
経
営
規
模

は
８6
㌃
で
あ
る
。

今
後
、
導
入
希
望
者

が
増
え
た
場
合
の
対

応
は
。希

望
者
は
国
に
申
請

し
て
も
ら
い
、
そ
の

交
付
決
定
後
に
、
追
加
支

援
を
実
施
し
て
い
く
。

各
農
家
に
対
し
、
こ

の
事
業
の
告
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

町
が
各
農
家
に
案
内

を
し
て
い
る
状
況
。

宮
古
広
域
か
ら
も
果
樹
の

協
議
会
を
通
し
て
案
内
を

し
て
い
る
。

　秋にオープンすると聞いていたの
で、少し残念ですね。次も延期にな
らないように、みんなに愛される施
設になるようしっかり準備してほし
いです。

まま ちち 声声のの
しっかり準備し
愛される施設に

小須田　憲
のり

弘
ひろ

さん
（小川）

小川支所

土
壌
汚
染
調
査
は
必
要
か

安
心
・
安
全
の
た
め
実
施

旧
小
川
診
療
所
跡
地

の
土
壌
汚
染
調
査
は

必
要
か
。

法
的
に
は
義
務
付
け

ら
れ
て
は
い
な
い

が
、
安
心
・
安
全
の
た
め

に
実
施
す
る
。

仕
切
り
の
た
め
の

フ
ェ
ン
ス
や
雨
水
排

水
な
ど
、
実
際
に
使
用
し

て
い
く
上
で
さ
ら
な
る
検

討
が
必
要
で
は
。

通
常
の
運
営
に
支
障

が
な
く
、
隣
地
へ
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
設
計

し
て
い
く
。
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
使
い
や
す
い
施
設
に

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　リンゴとスプレー菊を栽培してい
ます。ここ ２、３ 年は霜被害でリン
ゴの収穫量が約 ３ 割減少。今後も
被害が懸念され、設備投資に踏み切
りました。

まま ちち 声声のの
霜被害により
収穫量３割減

阿部　栄一さん
（岩泉・60歳）

答 問

答 問

答

問

答 問

答

答

問問

９
月
15
日
開
催
の
議
会
全

員
協
議
会
で
、
小
川
複
合

施
設
に
出
さ
れ
た
意
見

◆
園
庭
と
駐
車
場
を
仕
切

る
フ
ェ
ン
ス
は
不
要
で
は
。

◆
雨
水
排
水
が
隣
地
へ
影

響
な
い
よ
う
検
討
が
必
要
。

◆
避
難
所
機
能
を
含
む
。

２
階
へ
上
が
る
階
段
が
屋

内
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

◆
受
水
槽
の
ほ
か
に
井
戸

も
検
討
す
べ
き
。

次

は

、

●

次

は
、

請

願　

・

陳

情

大牛内地区で畑ワサビ生産日本一協力隊として活動する藤
ふじ

岡
おか

翔
しょう

さん
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町の考えを問う

7人の議員が登壇

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ⃝気象情報の認識共有を
＊その他の質問
　（一社）岩泉町スポーツ協会との連携・協力を

（15㌻）

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ⃝自治体DXの推進を
＊その他の質問
　いわいずみ短角牛のPRを

（14㌻）

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ⃝バイオ炭で脱炭素化を（17㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝所得条件緩和し給付を
＊その他の質問
　新型コロナウイルス感染症の状況は
　物価高騰における中小事業者への支援は

（16㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝安全快適な道路環境維持を
＊その他の質問
　国県道整備促進に向けた町の支援体制は
　河川内の立木伐採撤去を
　町地域公共交通計画の策定内容
　　・公共交通網の見直しと構築は
　　・「大川コミタク」の町中心部への延伸
　　・JR代替バスの宮古市内での乗降車

（15㌻）

三
み

田
た

地
ち

和
かず

彦
ひこ

 議員 ⃝無償譲渡する住宅支援を
＊その他の質問
　気候変動による被害対策は

（14㌻）

一般質問

陳情

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
７

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
14

㌻
か
ら
17
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ⃝協力隊の更なる活躍は（16㌻）
＊その他の質問
　第 ３セクターの自立は

小本で観測史上最大
大雨被害対策に請願

　
８
月
13
日
か
ら
の
大
雨
は
、
小
本
で
１
時
間
降
水

量
が
１
２
４
㍉
、24
時
間
降
水
量
５
７
４
・
４
㍉
で
、

そ
れ
ぞ
れ
気
象
庁
観
測
史
上
最
大
を
記
録
。
豪
雨
の

影
響
で
、
住
宅
浸
水
や
道
路
へ
の
冠
水
な
ど
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。中
島
・
卒
郡
地
区
の
代
表
者
か
ら
、

大
雨
被
害
対
策
へ
の
請
願
が
出
さ
れ
、
産
業
常
任
委

員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
に
付
託
。
審
査
の
結

果
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
請
願
の
名
称

　
令
和
５
年
８
月
13
日
か

ら
の
大
雨
被
害
対
策
に
関

す
る
請
願

＊
請
願
人

　
中
島
部
落
会
代
表
者

　
会
長　
千
葉
鉄
郎

　
卒
郡
部
落
会
代
表
者

　
会
長　
三
浦
猛
詩

＊
紹
介
議
員

　
千
葉
泰
彦
議
員

＊
付
託
先

　
産
業
常
任
委
員
会

＊
請
願
事
項

① 
中
島
地
内
の
砂
防
ダ
ム

流
末
へ
の
排
水
施
設
の

設
置

② 

中
島
地
内
設
置
済
み
排

水
施
設
の
排
水
能
力
の

向
上

③ 

卒
郡
地
内
の
排
水
路
の

整
備

＊
審
査
の
結
果

　
継
続
審
査

　
慎
重
な
審
査
を
必
要
と

す
る
た
め
。

龍
泉
洞
は
19
日
間
閉
洞

推
計
２
千
万
円
の
損
失

　
大
雨
に
よ
り
龍
泉
洞
は

19
日
間
閉
洞
し
ま
し
た
。

例
年
８
月
は
最
も
観
光
客

が
訪
れ
る
書
き
入
れ
時
で

あ
り
、
大
き
な
損
失
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
入

洞
実
績
か
ら
試
算
す
る

と
、
こ
の
19
日
間
の
閉
洞

で
約
２
万
人
以
上
の
来
場

に
影
響
。
約
２
千
万
円
の

損
失
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

周
辺
飲
食
店
な
ど
へ
の
影

響
も
大
き
く
、
今
後
の
対

策
の
検
討
が
重
要
で
す
。

大雨により沢から雨水や土砂があふれ出す卒郡地内

１件を
採択

　
９
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
陳
情
１
件
を
産
業
常

任
委
員
会
に
付
託
。
審
査

の
結
果
、
採
択
と
決
定
し

ま
し
た
。

◆
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
基
準
見
直
し
に
関
す
る

要
望
書

＊
提
出
者　
岩
泉
町
森
林

組
合　
代
表
理
事
組
合
長　

畠
山
直
人

＊
付
託
先

　
産
業
常
任
委
員
会

＊
要
望
事
項

　
令
和
元
年
度
か
ら
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
開
始

と
と
も
に
森
林
環
境
譲
与

税
が
導
入
。
着
実
に
活
用

実
績
は
増
加
し
て
い
る
。

　
森
林
の
整
備
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
森
林
の
多

い
地
域
へ
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
配
分
を
高
め
る
よ

う
譲
与
基
準
を
見
直
す
こ

と
を
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

＊
審
査
の
結
果　
採
択
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町の考えを問う 町の考えを問う

問�

気
象
情
報
の
認
識
共
有
を

答 

啓
蒙
を
進
め
理
解
深
め
る

問　
大
雨
や
洪
水
な
ど
住

民
の
生
活
を
脅
か
す
災
害

が
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
（
避
難

狭
い
ゆ
ゑ

カ
ー
ブ
連
な
る

�

道み

ち路
険
し

災
害
に

　
　

生
か
せ
情
報

�

自
主
避
難

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

立木が生い茂り
空が見えない道路が随所に

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
県
道
大
川
松
草
線
な

ど
未
改
良
区
間
の
道
路

が
、
安
全
・
快
適
に
走
行

で
き
る
よ
う
適
切
な
維
持

整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

　
道
路
沿
い
の
支
障
立
木

伐
採
は
、
計
画
的
か
つ
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
道
路
舗
装
路
面
が
傷
ん

だ
箇
所
の
補
修
実
施
は
。

問�安全快適な道路環境維持を
答 早期の道路改良につなげる

情
報
）」
や
「
顕
著
な
大

雨
に
関
す
る
気
象
情
報
」

な
ど
の
認
識
を
共
有
し
、

注
意
報
や
警
報
の
段
階

で
、
住
民
が
自
主
的
に
避

余
の
望
み

何い

ず

こ処
の
殿
の

目
に
留
ま
る

デ
ジ
タ
ル
も

　
　

短
角
牛
も

�

キ
ャ
ラ
ホ
ー
で

�

（
※
２
）

問�

自
治
体
D�

X
の
推
進
を

答 

調
査
し
て
導
入
を
図
る

問　
国
は
、
各
自
治
体
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
住
民
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
、
業
務
効
率
化
も

図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
町
の
Ｄ
Ｘ
（
※
１
）
の

推
進
状
況
と
計
画
は
。

町
長　
現
在
、
国
な
ど
が

主
催
す
る
Ｄ
Ｘ
関
連
の
説

明
会
や
研
修
会
へ
の
参

加
、
先
進
地
視
察
な
ど
を

行
い
職
員
意
識
の
醸
成
・

研
鑽
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
、
町
に
適
し
た
Ｄ

Ｘ
を
、
費
用
対
効
果
な
ど

多
角
的
に
調
査
・
研
究

し
、
実
施
で
き
る
分
野
か

ら
導
入
を
図
り
た
い
。

畠山　昌典議員

三田地和彦議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
町
の
人
口
減
少
を
何

と
か
食
い
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
思
い
で
住

宅
支
援
の
質
問
を
重
ね
て

き
た
。

　

宮
城
県
七し

ち
か
し
ゅ
く
ま
ち

ヶ
宿
町
の

「
20
年
入
居
す
れ
ば
住
宅
と

土
地
を
無
償
譲
渡
す
る
」よ

う
な
事
業
を
導
入
し
、人

口
減
少
を
少
し
で
も
食
い

止
め
る
考
え
が
無
い
か
。

思い切った住宅支援で人口減少に歯止めを

情報を正しく理解し、いち早い自主避難を

短角牛串の販売を通して魅力を発信

問�無償譲渡する住宅支援を
答 効果などを引き続き検討

町
長　
町
で
は
、
定
住
促

進
住
宅
の
新
築
や
宅
地
分

譲
、
空
き
家
バ
ン
ク
で
の

斡
旋
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
の
拡
充
な
ど
、
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
住
宅

対
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
移

住
者
数
は
、
延
べ
11
人
。

　
近
隣
市
町
村
の
人
口
規

模
な
ど
周
辺
を
取
り
巻
く

環
境
の
違
い
も
あ
り
、
一

概
に
七
ケ
宿
町
の
事
例

が
、
本
町
で
の
日
常
生
活

の
営
み
に
合
っ
た
も
の
と

し
て
効
果
的
で
あ
る
か
、

支
援
額
が
適
当
か
ど
う
か

な
ど
、
熟
慮
が
必
要
。
引

き
続
き
検
討
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
対
策
に
結
び
つ

く
住
宅
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し

く
、
各
地
で
人
気
向
上
し

て
い
る
短
角
牛
。
消
費
拡

大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
生
産
・
飼
育
か
ら
販

売
ま
で
の
活
性
化
を
。

町
長　

希
少
な
「
い
わ
い

ず
み
短
角
牛
」が
、こ
の
地
域

で
し
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
魅
力
的
な
食
材
と
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
岩
泉
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
な
ど
と
情
報

交
換
し
、課
題
を
共
有
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（※１）	 	デジタル技術を駆使し、生活や業務の質を高めること。他自治体の導入例：各種証明書のコンビニ
交付など

（※２）	 	南部牛追唄の合の手の一つ「キャラホー」は、牛方が牛に対しする掛け声。進行という意味

難
準
備
を
整
え
る
体
制
づ

く
り
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

町
長　
気
象
情
報
は
、
災

害
発
生
の
危
険
度
を
知
ら

せ
る
大
変
重
要
な
情
報
。

情
報
を
受
け
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ど
う
避
難
行
動

を
起
こ
す
べ
き
か
が
大
変

重
要
で
あ
る
。
自
主
防
災

協
議
会
や
防
災
士
な
ど
と

も
連
携
し
啓
蒙
活
動
を
進

め
る
。
出
前
講
座
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、

気
象
情
報
の
理
解
と
い
ち

早
い
避
難
行
動
を
、
正
し

く
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

徹
底
し
て
い
く
。

　
最
終
的
に
は
「
自
助
（
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
）」と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
最

大
の
対
策
で
あ
る
と
認
識
。

近
助・共
助（
※
）も
含
め
認

識
の
共
有
を
強
化
し
て
い
く
。

（※）	近助は、ご近所同士の助け合い。共助は地域やコミュニティといった
周囲の人たちが協力して助け合うこと

　
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
に
視

線
誘
導
標
な
ど
安
全
装
置

の
備
え
付
け
が
必
要
で
は
。

町
長　
道
路
沿
い
の
立
木

伐
採
は
、
年
度
ご
と
の
伐

採
区
間
を
要
請
す
る
な
ど

安
全
通
行
を
確
保
す
る
。

　
路
面
舗
装
補
修
は
、
本

年
度
の
県
要
望
で
「
国
道

４
５
５
号
」
や
「
国
道
３

４
０
号
・
県
道
大
川
松
草

線
の
整
備
促
進
」
の
項
目

に
、
新
た
に
抜
本
的
な
舗

装
修
繕
の
実
施
を
挙
げ

た
。
町
内
県
道
な
ど
の
舗

装
全
面
修
繕
の
実
施
も
要

望
し
て
い
る
。
今
後
も
、

機
会
あ
る
ご
と
に
早
期
の

道
路
改
良
に
つ
な
が
る
よ

う
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の

安
全
装
置
の
設
置
は
速
や

か
に
対
応
す
る
。
県
管
理

道
路
も
要
望
し
て
い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

問�

協
力
隊
の
更
な
る
活
躍
は

答 

町
民
協
働
の
活
性
化
期
待

問　
現
在
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
案
件
数
、

活
動
隊
員
数
な
ど
概
況
は
。

町
長　
募
集
は
26
案
件
。

９
月
１
日
現
在
の
活
動
隊

給
付
金課

税
世
帯
も

�

対
象
に

で
き
る
か
ら

リ
ス
ク
を
と
っ
て

�

飛
躍
へ
と

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

ガソリンの高騰などは家計に大きく影響

国内外から協力隊が各分野で活躍しています

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
料

金
な
ど
の
物
価
高
騰
で
、

町
民
の
暮
ら
し
向
き
は
悪

化
し
て
い
る
。

　
国
や
県
の
対
策
を
踏
ま

え
「
物
価
高
騰
対
策
臨
時

給
付
金
」
の
検
討
を
進
め

る
際
に
は
、
所
得
３
０
０

万
円
未
満
の
世
帯
も
対
象

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
非
課
税
で
な
い
か
ら
給

問�所得条件緩和し給付を
答 財源確保など課題多い

員
は
22
人
。
農
林
業
、
福

祉
、
子
育
て
な
ど
各
分
野

で
活
動
し
て
い
る
。
隊
員

卒
業
後
の
移
住
は
10
人
。

問　
隊
員
の
募
集
案
件
を

立
案
す
る
際
の
配
慮
は
。

町
長　
事
前
体
験
会
の
実

施
や
隊
員
ご
と
状
況
に
合

わ
せ
た
提
案
を
し
て
い
る
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
今
後
の
方
針
、期
待
は
。

町
長　
今
後
も
隊
員
の
活

動
と
定
住
化
へ
の
支
援
を

行
い
、
隊
員
と
町
民
の
協

働
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

進
め
た
い
。

問　
三
セ
ク
は
昨
年
度
20

億
の
売
り
上
げ
。
自
立
に

向
け
町
の
出
資
比
率
を

25
％
ま
で
下
げ
な
い
か
。

町
長　
財
政
リ
ス
ク
な
ど

の
把
握
、
経
営
悪
化
防
止

に
必
要
な
措
置
。
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

付
金
が
も
ら
え
な
い
の
は

つ
ら
い
」
と
言
う
声
に
応

え
る
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
国
や
県

の
施
策
に
併
せ
て
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

給
付
や
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉

灯
油
事
業
な
ど
、
物
価
高

騰
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

今
後
も
、国
や
県
の
物

価
高
騰
対
策
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。
提
言
の
世
帯
を
対
象

と
す
る
場
合
、現
状
で
は

財
源
の
確
保
や
対
象
と
す

る
所
得
水
準
の
捉
え
方
な

ど
課
題
も
多
い
と
考
え
て

い
る
。

温
暖
化バ

イ
オ
炭
で

�

脱
炭
素

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
町
長
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
』を
表
明
し
た
。

過か
は
ん
も

繫
茂
し
て
い
る
竹
な
ど

で
バ
イ
オ
炭
（
※
１
）
を

造
り
、
そ
れ
を
畑
に
漉し

き

込
む
こ
と
で
有
機
農
業
に

繋
が
る
。「
J
ク
レ
ジ
ッ

ト
（
※
２
）」
創
出
者
と

獣の住みかとなってきている竹林の活用を

問�バイオ炭で脱炭素化を
答 導入可能性を研究する

も
な
り
、
お
金
の
循
環
も

生
ま
れ
る
が
、
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
農
地
で
の
バ
イ
オ

マ
ス
炭
施
用
は
、
国
で
も

バ
イ
オ
マ
ス
炭
施
用
に
よ

る
炭
素
貯
留
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
中
で
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
組
織
す

る
労
働
者
協
同
組
合
な
ど

の
運
営
手
法
も
、
冬
場
の

収
入
源
と
し
て
有
益
な
取

り
組
み
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
全
国
的
に
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
先
行

し
て
い
る
事
例
を
研
究
し

な
が
ら
、
今
後
、
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
研
究

し
て
い
く
。

（※１）	 生物資源を材料とした、生物の活性化と環境の改善に効果のある炭化物のこと
（※２）	 	省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるＣＯ２などの排出削減や、

適切な森林管理によるＣＯ２などの吸収量を「クレジット」として国が認証する制度

男
女
共
同
参
画
の
実
現
へ

基
礎
知
識
や
理
念
を
研
修

　
議
会
全
員
で
組
織
す
る
政
務
調
査
会
（
坂
本
昇
会

長
）
は
８
月
３
日
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
岩
手
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
長
の
山
屋
理
恵
氏
を
迎
え
、
基
礎

的
知
識
や
理
念
な
ど
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
と
は

　
女
性
も
男
性
も
全
て
の

個
人
が
互
い
に
そ
の
人
権

を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
う
。
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
職
場
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
の
解
消

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
と
は
、
無
意
識
の

偏
見
や
思
い
込
み
、
考
え

方
。
社
会
的
環
境
や
文
化

に
影
響
を
受
け
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
。
気
付
か
ず
他

者
の
人
権
を
傷
つ
け
る
恐

れ
が
あ
り
、
個
々
の
意
識

が
重
要
と
認
識
し
ま
し
た
。

政務調査会
研　修　会

研
修
の
感
想

・ 

性
の
多
様
に
壁
を
つ
く

ら
ず
、
話
を
聞
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

・ 

理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
緊
急
的
に
行
動
が

必
要
だ
と
感
じ
た
。

・ 

具
体
的
に
何
を
し
て
い

け
ば
よ
い
か
、
さ
ら
に

知
見
を
高
め
た
い
。

「一人一人の意識が大切」と話す山屋氏
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廃
校
の
民
間
活
用

地
域
浸
透
が
課
題

タ
ー
ゲ
ッ
ト
絞
っ
て

議
会
だ
よ
り
作
成
を

　
総
務
常
任
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委
員
長
）
は
９
月

28
日
、
廃
校
舎
の
活
用
状
況
と
開
館
延
期
と
な
っ
た

歴
史
民
俗
資
料
館
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

総　務
広　
報

町内県道の４路線
整備の状況を調査

町
の
広
報
紙
に
配
慮
を

情
報
格
差
な
く
す
た
め

　
有
原
さ
ん
は
、
色
弱
の

友
人
が
色
の
認
識
で
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
た

こ
と
か
ら
色
覚
検
定
２
級

を
取
得
。
岩
泉
高
校
の
Ｋ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
※
１
）
の
テ
ー
マ
と

し
て
探
究
し
ま
し
た
。

　
町
の
広
報
紙
な
ど
、
ま

目のバリアフリー
泉高生からの提言

とても分かりやすく説明する有原光昭さん

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
千
葉
泰
彦
委
員
長
）
は

７
月
26
日
、
目
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
、
誰

も
が
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
作
成
を
目
指
し
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
岩
泉
高
校
３
年
の

有
原
光み

つ
あ
き昭
さ
ん
を
招
き
、
色
覚
多
様
性
へ
の
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

ず
先
に
行
政
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
や
情
報
格
差

を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が

る
と
提
言
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
色
は

白
黒
と
青
色
が
最
適

　
議
会
だ
よ
り
へ
の
講
評

で
は
、
白
地
に
黒
と
有
彩

色
（
※
２
）
で
作
成
し
て

い
る
議
会
だ
よ
り
の
３
色

目
に
青
色
を
使
う
こ
と
を

提
案
。
多
く
の
色
弱
は

赤
・
緑
が
区
別
し
に
く
い

の
に
対
し
、青
色
は
唯
一
、

同
じ
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
良
い
点

＊
白
地
黒
字
の
色
彩
設
計

＊�

統
一
感
が
あ
る
シ
ン
プ

ル
デ
ザ
イ
ン

＊
間
伐
寄
与
の
紙
使
用

議
会
だ
よ
り
の
悪
い
点

＊�

有
彩
色
を
使
っ
た
色
指

定
の
配
慮
不
足

　
科
学
的
分
析
に
基
づ

き
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援

し
、
岩
泉
高
校
の
生
徒

さ
ん
と
共
に
学
び
、
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。�

（
千
葉
泰
彦
）

二
升
石
集
学
校
の

主
な
事
業
の
概
要

＊ 

Ｉ
Ｔ
・
Ｏ
Ａ
機
器
の

販
売
・
サ
ポ
ー
ト

＊ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
無
料
相
談

＊ 

地
域
住
民
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
無
料

開
放

　
議
会
だ
よ
り
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を「
無
関
心
層
」

に
す
る
こ
と
は
、
議
会

へ
の
住
民
参
画
の
た
め

に
重
要
と
感
じ
た
。�

�

（
佐
藤
安
美
）

【
所
感
】

　

今
回
は
旧
小
学
校
２

施
設
の
再
活
用
状
況
を

調
査
。
民
間
活
用
と
資

料
館
の
整
備
で
し
た
が
、

い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の

住
民
へ
の
浸
透
と
協
力
、

さ
ら
な
る
整
備
が
必
要

と
認
識
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
遊
休
施
設

の
活
用
促
進
に
向
け
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
畠
山
昌
典
）

【
所
感
】

【
所
感
】

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
９
月
27
日
に
、
日
経
ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
に
て
令

和
５
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
千

葉
泰
彦
委
員
長
と
佐
藤
安
美
副
委
員
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、
読
者
の
心
を
掴
む
見
出
し
の
付
け

方
や
、
デ
ザ
イ
ン
の
前
に
必
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

こ
と
な
ど
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

コロナなどで５年ぶりに受講
（※１）	生徒の主体性を育むため、課題を深く探究する総合学習の一環。生徒自らの力で課題を発見し、

解決のプロセスを編み出していく。
（※２）赤青緑のように彩りがある色。

廃
校
舎
Ｉ
Ｔ
拠
点
に

地
域
づ
く
り
に
貢
献

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
再
生

事
業
を
行
う
リ
ン
グ
ロ
ー

㈱
（
本
社
：
東
京
都
豊
島

区
、碇い

か
り
と
し
ゆ
き

敏
之
代
表
取
締
役
）

は
、
地
域
振
興
の
一
環
で

全
国
の
廃
校
舎
を
活
用
し

た
「
お
か
え
り
集
学
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
。

歴
史
民
俗
資
料
館

急
ピ
ッ
チ
で
作
業

　
旧
小
川
小
学
校
へ
整
備

さ
れ
る
歴
史
民
俗
資
料

館
。
大
小
合
わ
せ
て
15
部

屋
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
展

示
室
に
分
け
る
計
画
で
、

急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

産　
業

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
６

月
29
日
、
町
内
県
道
の
整
備
必
要
箇
所
の
現
況
を
調

査
。
農
林
水
産
業
、
観
光
業
・
商
工
業
の
振
興
策
と

し
て
、
本
年
４
月
久
慈
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の

駅
い
わ
て
北
三
陸
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

整
備
の
必
要
な
箇
所

幅
員
狭
く
視
界
悪
い

　
町
内
県
道
の
４
路
線
の

整
備
必
要
箇
所
を
調
査
。

ど
の
路
線
も
幅
員
が
狭

く
、
道
路
沿
い
に
草
木
が

生
い
茂
る
と
視
界
が
悪
く

走
行
し
に
く
い
状
況
。
降

雪
や
凍
結
す
れ
ば
さ
ら
に

危
険
で
あ
る
と
認
識
。

　
早
期
整
備
が
望
ま
れ
る

一
方
、
現
実
的
に
は
道
路

改
良
整
備
に
は
長
い
年
月

を
要
し
ま
す
。
安
全
で
快

適
に
走
行
で
き
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
が
さ
れ
る

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
予
算
で
計
画

的
か
つ
着
実
に
道
路
整
備

が
図
ら
れ
る
よ
う
調
査
を

継
続
し
ま
す
。

道
の
駅
い
わ
て
北
三
陸

経
済
効
果
な
ど
を
調
査

　
道
の
駅
い
わ
て
北
三
陸

の
視
察
で
は
、
フ
ー
ド

コ
ー
ト
な
ど
施
設
や
店
舗

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
へ
の
経
済
効
果
な
ど
を

調
査
し
、
本
町
の
施
策
の

ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

一
般
県
道
大
川
松
草
線

一
般
県
道
普
代
小
屋
瀬
線

一
般
県
道
安
家
玉
川
線

一
般
県
道
有
芸
田
老
線

どの路線も早期改良が求められます

常任委員会レポート常任委員会レポート

　
研
修
で
は
、
広
報
活
動

を
行
う
上
で
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
著
作

権
や
肖
像
権
な
ど
権
利
侵

害
の
知
識
を
習
得
。

　
広
報
紙
づ
く
り
の
基
礎

と
し
て
、
読
者
に
読
ん
で

も
ら
う
た
め
住
民
の
「
見

た
い
・
知
り
た
い
」
心
理

を
刺
激
す
る
伝
え
方
が
重

要
と
再
認
識
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
て
議
会
だ
よ
り

を
作
成
す
る
と
書
く
べ
き

こ
と
が
決
ま
り
、
よ
り
伝

わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
を
生
か
し
、
分
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

人
が
集
い
つ
な
が
る
Ｉ
Ｔ

交
流
拠
点
と
し
、
少
子
高

齢
化
対
策
や
雇
用
創
出
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
「
二
升
石
集
学
校
」
は

10
月
に
開
校
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
へ
の
浸
透

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

パソコン販売の展示ブース
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編
集
後
記

編
集
後
記

▼
今
夏
の
猛
暑
、
酷
暑
は

９
月
議
会
最
終
日
22
日
の

彼
岸
ま
で
続
き
ま
し
た
。

外
の
暑
さ
に
負
け
ぬ
熱
気

あ
ふ
れ
る
論
戦
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
▼
「
町
政
監

視
・
チ
ェ
ッ
ク
」「
政
策

提
言
」
機
能
の
役
割
を
担

う
決
算
議
会
。事
業
成
果
、

費
用
対
効
果
や
今
後
の
施

策
、
予
算
の
方
向
性
を
取

り
上
げ
ま
し
た
▼
本
号
特

集
は「
議
員
定
数
と
報
酬
」

「
議
会
・
議
員
の
役
割
」。

基
本
条
例
推
進
委
員
会
の

調
査
内
容
と
議
会
の
今
後

の
方
向
性
で
す
▼
コ
ロ
ナ

禍
が
あ
け
、
議
会
へ
の
町

民
参
画
を
図
る
『
議
員
と

語
る
会
』
を
開
催
予
定
で

す
。
議
会
や
町
政
に
対
す

る
声
を
聴
き
に
参
り
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
和
英

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
12 月�14 日�（木）� 本会議・一般質問
� 15 日�（金）� 一般質問
� 19 日�（火）� 条例補正予算審査・
� � � 本会議
� の予定です。

※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状
況をお知らせします。（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

７月
 10 日  国道 340 号整備促進期成同盟会総会（宮

古市）
 20 日 岩手県に対する市町村要望（宮古市）
 25 日  岩手県町村議会議長会政務調査会・研

修会（住田町：26 日まで）
８月
 １日 戦没者追悼式（町内）
 ４日  町内道路整備促進期成同盟会３団体合

同要望（盛岡市）
 10 日  協同組合マルチワークいわいずみ設立

総会（役場）
 23 日 県選出国会議員との懇談会（東京都）
 26 日  岩泉・昭島友好都市協定 10 周年に向け

た交流（東京都：27 日まで）
９月
 ６日 議会運営委員会（役場）
 13 日 第３回定例会一般質問（議会議事堂）
 15 日 一般質問（議会議事堂）
 19 日 条例補正予算審査特別委員会（役場）
 20 日 決算審査特別委員会（役場：22 日まで）

県
内
外
か
ら
5
議
会
の

行
政
視
察
を
受
け
入
れ

　
当
議
会
で
は
、
他
自
治
体
か
ら
の
行
政
視
察
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
視
察
に
き
て
い
た
だ
い
た
議
会
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

①視察テーマ
②人口（R5.9月末現在）
③面積

① JR岩泉線
② 5204人
③ 229.92㎢

①議会広報
② 4326人
③ 47.95㎢

①龍泉洞
② 33736人
③ 458.33㎢

①議会広報
② 17910人
③ 168.32㎢

①議会広報
② 26337人
③ 67.32㎢

青森県外ヶ浜町議会

秋田県井川町議会

福島県田村市議会

秋田県美郷町議会

矢巾町議会

産業建設常任委員会の皆さん

議会だより編集委員会の皆さん

産業建設常任委員会の皆さん

議会広報常任委員会の皆さん

広報広聴常任委員会の皆さん


